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現在の消費生活の実感は前回調査時と比
べ、「かなり不満」、「やや不満」が減少した

一方、「十分に満足」、「ほぼ満足」が増加し
た（図表１）。満足（十分に満足＋ほぼ満足）
と不満足（やや不満＋かなり不満）に大別す
ると、満足派は 43.4％、不満派は 56.6％で、
３期連続で不満派が満足派を上回った。もっ
とも、「満足」−「不満」は▲ 13.2 と、「不満」

岡山経済研究所では、岡山県民の消費の実態・意識を探る目的で、半年毎に「消費についてのアンケ
ート調査」を実施しております。本アンケート調査では、収入の増減および今後の見通し、消費の実態・
満足度、最近購入した商品等について尋ねています。また特別項目として、「物価上昇による消費行動へ
の影響」について調査しています。

〈今回調査のポイント〉
○消費生活の実感は３期連続で不満派が満足派を上回るも、５期ぶりに改善
○半年前と比べると、収入の「減少」超幅、支出の「増加」超幅いずれも縮小
○支出増加理由は、「物価の上昇による生活費増加」が依然として大半を占める
○８割以上が物価の上昇に収入の上昇が追い付いていないと実感
○１年後の物価は、８割以上が上昇を予想

研究所では 岡山県民の消費の実態 意識を探る目的で 半年毎に「消費について
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「消費についてのアンケート調査」集計結果

　Ⅰ  調査概要 　Ⅱ  回答者の属性（単位：人、（　）は％）

1. 調 査 期 間
　2023年8月10日〜8月12日
2. 調 査 対 象
　�岡山県内在住の20歳以上の
男女

3. 調 査 方 法
　�インターネット調査（調査会
社アンケートモニター）

4. 有効回答数
　553

1. 性　別

総数 男性 女性 回答しない・
その他

（100.0） （48.6） （49.7） （1.7）
553 269 275 9

3. 年齢別
総数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

（100.0） （17.0） （22.1） （20.6） （20.4） （19.9）
553 94 122 114 113 110

4. 職業別

総数 会社員 公務員 自営業 パート・
アルバイト

専業主婦
（主夫） その他

（100.0） （41.0） （5.4） （7.5） （16.6） （10.1） （19.3）
553 227 30 41 92 56 107

5. 世帯年収別

総数 200万円
未満

200〜400
万円

400〜600
万円

600〜800
万円

800〜
1,000万円

1,000万円
以上 わからない

（100.0） （13.0） （18.6） （17.5） （13.0） （6.3） （6.5） （25.0）
553 72 103 97 72 35 36 138

2. 未既婚の別

総数 未婚 既婚 回答しない・
その他

（100.0） （47.6） （51.2） （1.3）
553 263 283 7

2 半年前と比べた最近の収入の動向と今後の見通し

3 半年前と比べた最近の消費支出

4 最近半年以内に購入したもの

6 まとめ

～「減少」超ながら改善傾向が続く～

～高水準ながら、４期ぶりに「増加」超幅は縮小～

～「国内旅行」が最多～

　

5 物価上昇による消費行動への影響
　

～３期連続で不満派が満足派を上回るも、
　５期ぶりに改善～

現在の消費生活の実感1

　Ⅲ  調査結果

注：�四捨五入の関係で合計が 100％にな
らない場合がある（以下同じ）
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超幅は前回調査（▲ 18.2）から
5.0 ポイント縮小し、５期ぶりに
改善した。
年齢別にみると、「満足」−「不

満」は 20 歳代（▲ 2.2）が前回
調査（18.0）から 20.2 ポイント
低下し「不満」超に転じた一方、
30歳代（▲5.0）、40歳代（▲24.6）、
50歳代（▲16.8）、60歳代（▲16.4）
で「不満」超幅は縮小した（図
表２）。
世帯年収別では、600

万円以上世帯では「800
万円以上1,000万円未満」
を除き「満足」が「不満」
を上回った。一方、600
万円未満世帯は「不満」
が「満足」を上回ってい
る。
「満足」−「不満」を前
回調査と比較すると、
「200 万円未満」で「不満」
超幅が拡大した一方、
200 万円以上の世帯ではいずれも改善した。
特に、「600 万円以上 800 万円未満」は「不満」
超から「満足」超に転じ、「1,000 万円以上」
は「満足」超幅が拡大した。
満足派の満足理由としては、「消費を特に

切り詰めてはいない」（56.3％）が最も多く、
次いで「欲しいものは購入・所有している」
（40.0％）が多かった（図表３）。順位に変動
はなかったものの、「消費を特に切り詰めて
はいない」は前回調査から 5.2 ポイント低下
した一方、「欲しいものは購入・所有している」
は同 7.7 ポイント上昇した。年齢別に最多の

項目をみると、20 歳代は「欲しいものは購入・
所有している」が、30 歳代以上は「消費を
特に切り詰めてはいない」が最多となった。
不満派の不満理由としては、「収入が厳し

く、欲しいものをなかなか購入・所有できな
い」（35.1％）が最も多く、次いで「収入が
厳しく、生活費のために消費を切り詰めてい
る」（28.1％）が多かった。年齢別に最多の
項目をみると、50 歳代以下は「収入が厳しく、
欲しいものをなかなか購入・所有できない」
が、60 歳代は「収入が厳しく、生活費のた
めに消費を切り詰めている」が最多となった。

図表２　年齢別・世帯年収別にみた消費生活の実感
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図表１　消費生活の実感の推移（％）
（ポイント）

十分に満足 かなり不満ほぼ満足 やや不満 「満足」ー「不満」（右目盛）

2019.2 19.8 20.2 20.8 21.2
▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

0

20

40

60

80

100
13.613.6

38.938.9

42.442.4

5.15.1

▲5.0▲5.0

15.015.0

42.842.8

35.735.7

6.56.5

▲15.6▲15.6

11.611.6

39.339.3

▲1.8▲1.8

6.16.1

43.043.0

11.611.6

37.337.3

2.22.2

6.66.6

44.544.5

10.710.7

34.434.4

9.89.8

7.07.0

47.947.9

21.8 22.2 22.8 23.2
（前回）

15.215.2

33.433.4

2.82.8

6.96.9

44.544.5

10.410.4

38.738.7

1.81.8

6.46.4

44.544.5

15.015.0

39.739.7

▲9.4▲9.4

4.74.7

40.640.6

20.820.8

38.338.3

▲18.2▲18.2

6.06.0

34.934.9

23.8
（今回）

19.319.3

37.337.3

▲13.2▲13.2

6.16.1

37.337.3

満
足
派
43.4

満
足
派
43.443.443.4

満
足
派
43.443.443.4

不
満
派
56.6

不
満
派
56.656.656.6

不
満
派
56.656.656.6

消費アンケート2310.indd   19消費アンケート2310.indd   19 2023/09/15   10:142023/09/15   10:14



	 MONTHLY
	 REPORT	2023.10 21MONTHLY

REPORT	2023.1020

半年前と比べた最近の収入は、「増加」
（9.8％）が前回比 0.4 ポイント上昇し、「減少」
（24.1％）は同 3.4 ポイント低下した（図表４）。
その結果、「増加」−「減少」は▲ 14.3 と前回
調査に比べて 3.8 ポイント上昇し、「減少」
超幅は２期連続で縮小した。近年の調査では
2020 年８月（▲ 28.5）をボトムに改善傾向
が続いている。年齢別にみると、すべての年
齢層において「減少」が「増
加」を上回った。もっとも、
「30 歳代」（▲ 11.5）で「減
少」超幅は拡大したものの、
20 歳代（▲ 6.4）、40 歳代
（▲ 14.9）、50 歳代（▲ 21.2）、
60 歳代（▲ 16.4）で「減少」
超幅は縮小した。唯一「減
少」超幅が拡大した 30 歳
代は後述（図表７）の支出
が減少した理由で「収入が
減少したから」を指摘する
割合（71.4％）が全世代で

最も高くなっている。
先行きについては、「増加」が低下し、「減

少」が上昇することから、「増加」−「減少」
は▲ 15.5 と「減少」超幅は 1.2 ポイント拡大
し、悪化する見込みである。

半年前と比べた最近の消費支出は、「増加」
（47.0％）が前回比 9.8 ポイント低下し、「減少」

2 半年前と比べた最近の収入の動向と今後の見通し

3 半年前と比べた最近の消費支出

4 最近半年以内に購入したもの

6 まとめ

～「減少」超ながら改善傾向が続く～

～高水準ながら、４期ぶりに「増加」超幅は縮小～

～「国内旅行」が最多～
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図表３　満足、不満の理由
満足 不満

全体
欲しいもの
は購入・所
有している

消費を
特に切り
詰めては
いない

収入に
満足して
いる

その他 全体

収入が厳
しく、欲しい
ものをなか
なか購入・
所有でき
ない

支出が多
く、欲しい
ものをなか
なか購入・
所有でき
ない

収入が厳
しく、生活
費のため
に消費を
切り詰め
ている

支出が多
く、生活費
のために
消費を切
り詰めて
いる

その他

全体 240 40.0 56.3 2.5 1.3 313 35.1 18.5 28.1 16.3 1.9 
20 歳代 46 50.0 45.7 4.3 0.0 48 47.9 16.7 22.9 12.5 0.0 
30 歳代 58 39.7 55.2 1.7 3.4 64 35.9 18.8 29.7 15.6 0.0 
40 歳代 43 39.5 58.1 2.3 0.0 71 33.8 18.3 25.4 21.1 1.4 
50 歳代 47 36.2 57.4 4.3 2.1 66 30.3 19.7 25.8 19.7 4.5 
60 歳代 46 34.8 65.2 0.0 0.0 64 31.3 18.8 35.9 10.9 3.1 

（単位：人、%）

（％）

▲40

▲20

0

20

40

増
加

減
少

減少増加 「増加」－「減少」（今回） 「増加」－「減少」（前回）

注：2023年２月調査より「分からない」を選択肢に加えたため、（全体の推移）の合計は100％にならない

図表４　半年前と比べた最近の収入

2019.2 19.8 20.2 20.8 21.2 20歳
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代

40歳
代

59.5％
↓
59.5％
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↓
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↓
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▲37.9▲37.9▲37.9
見通し
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▲21.1▲21.1▲21.1

12.312.312.3
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（前回）
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▲23.7▲23.7▲23.7
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9.89.89.8
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8.78.78.7

▲24.2▲24.2▲24.2
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▲6.4▲6.4▲6.4

▲18.1▲18.1▲18.1

11.711.711.7

▲11.5▲11.5▲11.5

▲3.3▲3.3▲3.3

▲24.6▲24.6▲24.6

13.113.113.1
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8.88.88.8

▲31.8▲31.8▲31.8
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〔全体の推移〕 〔年齢別〕〔全体の推移〕 〔年齢別〕〔全体の推移〕 〔年齢別〕「変わらない」「変わらない」「変わらない」
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（10.3％）が同 1.4 ポイン
ト上昇した（図表５）。そ
の結果、「増加」−「減少」
は 36.7 と、前回調査に比
べて「増加」超幅は 11.2
ポイント低下し、高水準
ながら４期ぶりに縮小し
た。
年齢別にみると、全て
の年齢層で「増加」超と
なった。前回調査と比べ
ると、全ての年齢層で「増
加」超幅は縮小した。と
りわけ 40 歳代は 37.7 と、
前回調査（58.1）から 20.4
ポイントの縮小となった。
消費支出が増加した人
の理由としては、「物価の
上昇により生活費が増加
したから」（84.2％）が突
出して多い（図表６）。前
回調査（90.1％）から 5.9
ポイント低下したものの、
指摘割合は引き続き大半
を占めており、物価の上
昇が昨今の消費支出増加
に大きく影響している。
次いで「進学・出産等特
別な支出が必要になった
から」（8.8％）、「欲しい
商品・サービスが出現し
たから」（7.7％）と続い
たものの、指摘割合はい
ずれも１割に満たず、前
回調査からの変動幅も僅

図表５　半年前と比べた最近の消費支出
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図表６　支出が増加した理由（複数回答）（％）
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少である。
消費支出が減少した人の理由としては、「収
入が減少したから」（52.6％）が最多となっ
た（図表７）。次いで「先行き不安が増加し
たから」（40.4％）、「将来必要な支出に備え
て倹約しているから」（26.3％）と続いた。

図表８の 16 費目についてそれぞれの支出
の増減状況をみると、生活上必要な支出費目
（９費目）は「光熱・水道費」、「食料費」、「車
等の維持費（ガソリン・駐車場代）・交通費」、
「日用雑貨費」、「保健医療費」の５費目が「増
加」超となった。「増加」超幅の大きい項目
をみると、「光熱・水道費」（54.8％）が最大、
次いで「食料費」（50.6％）、「車等の維持費（ガ
ソリン・駐車場代）・交通費」（47.7％）と続
いた。エネルギー、食料といった生活に欠か
せない費目では「増加」の回答が「減少」の
回答を大きく上回る構図が継続している。一
方、「減少超」となったのは、「教育費」、「冠
婚葬祭等交際費」などの４費目である。近時

の調査では「増加」超、「減少」超となる費
目に大きな入れ替わりはない。
選択的な支出費目では、「旅行・レジャー・

宿泊費」、「教養・文化費」など４費目の「減
少」超幅が縮小したほか「衣料品費」、「外食
等飲食費」など３費目の「増加」超幅が拡大
し、変動幅はわずかながら全ての費目で「減
少」超幅が縮小ないし、「増加」超幅が拡大
している。物価上昇に起因する支出の増加は
選択的な支出費目への支出の抑制要因となる
が、新型コロナの感染症法上の位置づけが「５
類」へ移行したことを機に、外出やそれに伴
う消費支出を増やす動きがみられる。

最近半年以内に購入（または実施、半年間
で概ね５万円以上の支出、以下同じ）したも
のとしては、「国内旅行」（16.4％）が前回調
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（ポイント） 図表８　費目別の消費支出（「増加」－「減少」）
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2 半年前と比べた最近の収入の動向と今後の見通し

3 半年前と比べた最近の消費支出

4 最近半年以内に購入したもの

6 まとめ

～「減少」超ながら改善傾向が続く～

～高水準ながら、４期ぶりに「増加」超幅は縮小～

～「国内旅行」が最多～

　

5 物価上昇による消費行動への影響
　

～３期連続で不満派が満足派を上回るも、
　５期ぶりに改善～

現在の消費生活の実感1
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査から 1.0 ポイント低下したものの、３期ぶ
りに最多となった（図表９）。コロナ禍前の
水準（20％超）には及ばないものの近時の調
査では上昇傾向が続いている。２位の「生活
家電（エアコン、冷蔵庫など）」（14.8％）は
同 3.8 ポイント上昇した一方、前回１位であ
った「衣料品」（7.7％）は同 20.7 ポイント低
下し３位となった。
一方、物価高を理由に購入を断念したもの
を尋ねたところ、「国内旅行」（8.5％）が最多、
次いで「生活家電（エアコン、冷蔵庫など）」
（7.4％）、「趣味用品費」（5.2％）と続いた（図

表 10）。最近半年以内に購入したものと、購
入を断念したものは、いずれも「国内旅行」
が１位、「生活家電」が２位となった。これ
らの項目は１回当たりの所要金額が高額であ
るケースが多く、ニーズがありながらも購入・
実施を断念する人が多かったものと思われ
る。
コロナ禍で控えていた消費行動で、今後半

年以内にお金を使いたいことを尋ねたとこ
ろ、「国内旅行」（45.8％）が最多となった（図
表 11）。「国内旅行」はいずれの年齢層でも
選択する割合が最も高く、レジャー関連（娯
楽的、スポーツ的、教養的要素のレジャー）
を選択する割合が総じて１割程度にとどまる
中、意欲の高さが際立つ。次いでコロナ禍で
自粛を余儀なくされていた「交際での飲食費」
（28.8％）が続いた。３位は「衣料品、雑貨、
身の回り品（外出増加を機に購入する衣料品、
宝飾・貴金属、時計、バッグ、化粧品など）」
（25.7％）であり、外出機会の増加に伴い、
衣料品や雑貨、身の回り品などを購入する“お
出かけ消費” が期待される。

図表９　最近半年以内に購入（または実施）
　　　　したもの（複数回答）

１位 ２位 ３位

全体
生活家電（エアコ
ン、冷蔵庫など）
（14.8％）

国内旅行
（16.4％）

衣料品
（7.7％）

注：「あてはまるものはない」を除く

図表10　最近半年以内に物価高を理由に購入
　　　 　（または実施）を断念したもの（複数回答）

１位 ２位 ３位

全体
生活家電（エアコ
ン、冷蔵庫など）
（7.4％）

国内旅行
（8.5％）

趣味用品費
（5.2％）

注：「あてはまるものはない」を除く

図表11　コロナ禍で控えていた消費行動で、今後半年以内にお金を使いたいこと（複数回答，n=553）
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現時点で公表されている最新（2023 年７
月）の消費者物価指数（岡山市、生鮮食品を
除く総合）は前年同月比 3.0％上昇となり、
とりわけ生活に欠かせない「食料」は同
9.3％上昇と大幅に上昇している。生活上必
要な支出費目でもとりわけ節約の難しい費目
の物価上昇は、選択的な支出費目への支出を
抑制し、ひいては消費生活の満足度を下押し
する要因となりうる。今回は特別項目として、
前回調査に続き物価上昇に対する認識や家計
防衛策について調査し、その変化を検証した。

（１）１年前と比べた物価
～約９割が上昇を実感～
１年前と比べた現在の物価について尋ねた

ところ、「上昇した」（「かなり上昇した」＋「や
や上昇した」）は 89.9％と前回調査（93.6％）
から低下したものの、引き続き大半が上昇を
感じている（図表 12）。内訳をみると、「や
や上昇した」（36.0％）が 2.4 ポイント上昇し
た一方、「かなり上昇した」（53.9％）は 6.1
ポイント低下しており、引き続き高水準では
あるものの、上昇のテンポに鈍化がみられる。
「上昇した」と回答した人に物価の上昇と
比較した収入の実感を尋ねたところ、「物価
の上昇に追い付いている」（「物価の上昇以上
に増加している（7.8％）」+「物価の上昇と

2 半年前と比べた最近の収入の動向と今後の見通し

3 半年前と比べた最近の消費支出

4 最近半年以内に購入したもの

6 まとめ

～「減少」超ながら改善傾向が続く～

～高水準ながら、４期ぶりに「増加」超幅は縮小～

～「国内旅行」が最多～

　

5 物価上昇による消費行動への影響
　

～３期連続で不満派が満足派を上回るも、
　５期ぶりに改善～
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図表 12　１年前と比べた現在の物価
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同程度増加している（9.1％）」）は 16.9％に
とどまった一方、「物価の上昇に追い付いて
いない」（「増加しているが、物価の上昇にや
や追い付いていない（10.9％）」+「増加して
いるが、物価の上昇に全く追い付いていない
（14.1％）」+「収入は変動していない（41.8％）」
+「収入は減少している（16.3 ％）」）は
83.1％となり、８割以上の人が実質所得の減
少を感じている（図表 13）。

（２）１年後の物価
～８割以上が上昇を予想～
現在と比べた１年後の物価について尋ねたと

ころ、「上昇する」（「かなり上昇する（34.2％）」＋
「やや上昇する（48.3％）」）は 82.5％と、８割
以上が１年後も物価の上昇を予想している
（図表 14）。「変わらない」は 14.3％、「低下す
る」（「かなり低下する（1.4％）」+「やや低下
する（1.8％）」）は 3.2％であった。

（３）物価の上昇を感じている費目
～ 「車等の維持費（ガソリン代等）、交通費」

が更に拡大～
物価の上昇を感じている費目について尋ね

たところ、「食料費」（85.7％）が最多、次い

で「光熱・水道費」（72.2％）、「車等の維持費
（ガソリン代等）、交通費」（57.0％）と続いた
（図表 15）。前回調査と比べると、１位の「食
料費」、２位の「光熱・水道費」は低下した
のに対し、３位の「車等の維持費（ガソリン
代等）、交通費」は 18.3 ポイント上昇した。

図表８で生活上必要な支出費目で「増加」
超となった費目別に消費支出の「増加」超幅
を横軸、物価の上昇を感じている割合を縦軸
にとって相関関係をみると、上位３費目のう
ち、「食料費」と「光熱・水道費」は消費支出
の「増加」超幅、物価の上昇感はいずれも前
回調査に比べ和らいだものの、「車等の維持費
（ガソリン代等）、交通費」ではいずれも強ま
っている（図表 16）。石油元売りへの補助金
が段階的に縮小された影響でガソリン価格が
上昇したこともあって、岡山県のレギュラー
ガソリン１リットル当たりの店頭平均価格は
177円 20 銭（８月７日時点）と、前回調査時（２
月６日時点、163 円 60 銭）から 10 円以上値
上がりしており、家計への負担が増している。

（４）物価上昇に対する家計防衛策
～手段を幅広く用いて家計防衛～
物価上昇を受けて家計防衛のため行ってい

ることを尋ねたところ、「ポイントや割引サ
ービスを利用している」（42.0％）が最多、次
いで「消費する量を減らしている」（36.7％）、
「購入回数を減らしている」（36.0％）、「購入
する商品・サービスのグレードを下げている」
（27.3％）と続いた（図表 17）。前回調査と比
べると、上位４項目はいずれも低下した一方、
５位以下の項目はいずれも上昇した。指摘す
る項目は分散傾向がみられ、幅広い手段を組
み合わせて家計防衛に注力している様子がう

図表14　現在と比べた1年後の物価
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図表15　物価の上昇を感じている費目（複数回答、ｎ＝553）
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図表 16　物価上昇費目と支出増加費目の散布図
回答割合（％）

増加超幅（ポイント）
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かがえる。
「資産運用を行い、資産を増やしている」

（10.3％）、「副業、残業等により収入を増やして
いる」（6.9％）といった実入りを増やす防衛策は、
前回調査同様少数派ながらやや上昇した。

今回の「消費についてのアンケート調査」
をみると、消費生活の実感は３期連続で不満
派が満足派を上回るも、「不満」超幅は縮小
した。不満の理由では「収入が厳しく、欲し
いものをなかなか購入・所有できない」、「収
入が厳しく、生活費のために消費を切り詰め
ている」といった収入面での不満を指摘する
割合が高い。一方で満足の理由では「欲しい
ものは購入・所有している」の指摘割合が前
回調査から上昇した。また、生活上必要な支
出費目を抑えるべく手段を幅広く用いて家計

防衛に注力し、外食や衣料品といった選択的
な支出費目への支出を増やす動きがみられ
た。収入面での不満を抱えながらも、ある程
度欲しいものを購入・所有していることで消
費生活の実感は改善したものと思われる。
特別項目では１年前と比べて現在の物価を

「上昇した」とする回答割合は 89.9％と、前
回調査（93.6％）から 3.7 ポイント低下した
ものの大半が上昇を感じている。また、１年
後の物価についても 82.5％が「上昇」を予測
している。一方で物価の上昇と比較した収入
の実感は 83.1％が「物価の上昇に追い付いて
いない」と感じている。新型コロナの感染症
法上の位置づけが「５類」に移行したことを
機に、消費生活の実感改善に寄与する選択的
消費支出を増やす動きがみられる。消費生活
の実感を一段と改善するには、更なる選択的
消費支出の増加を可能とするような、賃上げ
を通じた収入面の改善加速が期待される。

図表17　家計防衛策（複数回答、ｎ＝553）
（％）
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2 半年前と比べた最近の収入の動向と今後の見通し

3 半年前と比べた最近の消費支出

4 最近半年以内に購入したもの

6 まとめ

～「減少」超ながら改善傾向が続く～

～高水準ながら、４期ぶりに「増加」超幅は縮小～

～「国内旅行」が最多～

　

5 物価上昇による消費行動への影響
　

～３期連続で不満派が満足派を上回るも、
　５期ぶりに改善～

現在の消費生活の実感1
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